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の
方
法
.を
.示
さ
ん
と
す
る
に
在
る
。
卽
ち
、
第1

の
も
の 

.に
於
い
て
は
，

せ
ら
る
可
き
命
題
は
蚤
定
的
で
あ
り
、
推
理
の
方
法
は
分
析
蚱
で
あ
る
。
第
二
の
も
'の
に
於
い
て
は
、
確
立
せ
ら
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る
可
き
谕
題
は
俾
宛
的
で
务
り
、
推
理
の
方
法
は
綜
合
的
で
あ
る
。ゝ

第
三
の
も
の
に
於
い
て
は
.、
確
立
.せ
ら
る
可
き
命
題
は
順
應
的
棄 

'し
く
ぬ
救
濟
的
で
あ
り
ハ
推
理
，の
方
法
は
系
論
响
若
し
く
は
歸
結
的
で
あ
っ
て
.
そ
は
必
然
，第
.ニ
命
題
郎
、ち
肯
定
的
命
題
の
芷
し
き
構 

成
に
依
存
す
る
？ c

i
b
i
f
p
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.
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丨70
。 
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、

著
者
は
、
其
、の
第
1
論
に
於
い
て
ハ
先
づ
或
る
マ
定
の
內
國
交
易
を
拋
棄
し
、
之
れ
、に
代
へ
て
外
國
貿
易
^
採
用
す
る
：と
.
t
*か1

國

. 

の
琪
情
若
し
く
は
資
本t

上
に
及
ぼ
す
結
果
如
何
に
就
い
て
-
主
た
る
%
威
と
看
做
ざ
れ
た
諸
家
に
ょ
っ
て
•論
述
せ
ら
れ
た
所
の
も
の 

が
鲥
何
に
脆
弱
で
.あ
り
、
不
充
分
で
れ
り
，
又
虛
鸱
で
あ
る
か
を
.論
證
し
•，ょ
，ぅ
と
す
石
。
ア
ダ
ム
•
ス
ミ
ス
は
內
國
及
び
外
•國
交
易
の 

比
較
的
#
利
性
の
間
題
に
關
し
て
前
者
に
優
越
‘を
輿
へ
る
-
ス
ミ
又
に
從
へ
ば
其
の
：_
の
#,
の
地
方
に
於
い
て
.販
費
す
る
が
爲
め
.に1 

•地
方
に
於
い
.て
購
入
す
る
.に
.使
用
せ
ら
る
-

1

資
'本
は

ニ

個

の

杓

國

資

本

^

復

置

す

る

0 .

輸
入」k

使
用
せ
ら
る
、
資
本
は
、

I

個
の
內
國
資 

本
及
びI

個
の
.外
國
資
本
を
復
攛
す
る
。

(wealtlt af 

z

t
. 

Carman, 

1
9
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'
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の
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濟
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に
言
及
し
、
.薄
弱
忙
し
て
诽
^
學

的

、
、從

っ

て

又

、

不

..當
な
る
中
：張
を
爲
し
、
4
洵
に
>-
そ
が
何
等
滿
足
な
る
解
決
を
許
す
も
の
で
な
5 

こ
と
は
金
然
明
白
で
あ
る」

と
做
1
て
、
之
れ
に
&
す
る
總
\
て
の
嚴
密
な
る
論
述
を
§

し
ょ
ぅ
と
し
た
。
彼
れ
は
他
の
紫
作『

商
業
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於
い
，て
此
の
問
題
に
手
を
着
け
1
之
れ
を
亂
雜
^
っ
不
正
に
取
り
.扱
ひ
.、
而
し
て
結
局
リ
ヵ
ー
ド
ォ
の『

原

』

中
に
於
け
る
命
題
に
依 

據
す
る
‘。(ibid., p

p
,

l
.
r
l
s
-^
是
に
於
い
て
乎
，
著
者
は
リ
ヵ
ー
ド
，オ
に
ょ
っ
て
使
用
せ
ら
れ
た
る
論
證
に
注
意
を
问
け
、
而
し 

'て
，是
れ
を
以
っ
て
、，
ス
ミ
ス
及
び
セ
ィ
の
命
題
を
破
壤
す
る
と
.と
な
く
し
て
、
，却
つ
て
其
れ
自
體
全
然
虛
僞
な
る
の
觀
あ
'る
も
の
で
あ 

る
と
做
し
て
ゐ
る
。(ibid., 
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で
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は
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ヵ
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ク
の
如
き
論
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、が
當
時
問
題
と
せ
ら
れ
.て
居
っ
た
不
在
地
主
の
費
用
の
氣
響
に
就
か
て
論
，じ
っ
S
あ
る 

を
觀
•
.彼
怍
の
如
き
自
由
質
笏
に
賛
す
る
'者
は
不
在
地
主
の
費
用
.が
.國
家
を
富
ま
す
こ
と
を
屯
張
す
る
^
必i

に
驅
ら
‘る

、
旨

を

指

摘 

■す
る
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0
-
2
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V

著
經
濟
學
の
歡
原
理
6

を
姐
.上
に
上
ぼ
せ
る
へ
.ス
ク
•ロ
1
7-
は
、
.

の
屯
^
‘が
精
確
む
る
結
艰
に
到
達
す
る
と
と
を
許
さ
ざ
る
旨 

益
べ
セ
其
め
論
述

:̂
開
始
す
る
b 
,即
ち
0.
く
、
.プ
經
最
の
諸
原
理
.に
竭
し
得
；
確
貨
の
骰
高
％
は
、
唯
り
心
譚
上
の
藍
然
性
に
達
す 

可
き
も
の
ヤ
あ
つ
て
、
物
通
’的
諸
科
學
の
敗
則
を
特
姓
附
け
ざ
精
確
性
を
去
る
こ
と
の
遠
い
も
の
，で
^
け
れ
ば
な
ら
ぬ」

と
。(s

oirope,

. prih

p.PIes of. Poiitlpal/Economy.

lfe
,'
3
, 

p. .41.) 。

而
>-
猶
ほ
；這
般
の
|
^
定̂
暖
昧
な
.る
原
理
を
敷
衍
し
て
結
論
を
^|
く
の
時
、 

丨
机
れ
は
是
れ
等
の
も
の
を
確
定
敗
若
1
く
は
斷
觉
的
の
'も
'の

と

看

做

，
じ

て
.ゐ
厶
;*
<>•不
祐
地
丰
の
派
得
の
支
出
及
び
販
灼
の
目
的
を
以
つ 

て
す
る
外
國
製
造i

g

わ
國
内
誘
人
亿
言
及
す
る
I
合
の
-如
き
、
著
#
の
結
論
.は
靡
，も
懐
疑
的
^
質
を
有
す
る
こ
と
な
く
、
'彼
れ
.の
意
見
'
 

は
金
然
斷
觉
的
性
格
の
も
の
で
あ
る
。(

>
s

n

l、pp* 

2

.

2

7

.

0•
 

、

'

‘
.
： 

'

,
 

'

.
•T*
ト
キ
ン
ソ
X
は
#
び
マ
か
一
ブ
ッ
ク
の
！

F

原
論
；

i

に
1
.1
-
.し
、
.禁
止
‘制
度
の
全
部
的
駿
4
か
數
千
の
勞
作
者
を
し
て
彼
外
等
が
現
’に
嗍 

事
し
つ
、
あ
る
職
槳
を
抛
棄
す
，み
の
已
む
だ
き
に
至
ら
し
む
る
こ
と
あ
る
可
き
も、

愚
れ
が
爲
め
-に
同
等
の
新
^;
な
る
も
の
ボ
開
か
れ 

て
、
•彼
れ
奪
を
紀
容
す
可
ぐ
ノ
而
し
で
、
彼
れ
等
.の
勒
‘務
に
對
す
る
金
部
的
總
儒
袈
は
何
等
減
少
，せ
し
め
ら
る
、
こ
と
な
か
る
»1
し
と 

.做
す
主
張6

缺
馅
を
擧1;

小
ず
る
。(ibid., pp. 

3
2
-
3
5
:
5

;°
次
い
で
、
资
れ
は
這
般
の
大
問
題
が
齊
1際
的
性
格
に
於
い
て
，調
嵛
せ
ら
れ
た 

際
に
、
其
の
取
り
极
は
れ
た
等
し
く
褪
弱
、輕
瘅
耳
つ
不
注
章
な
が
態
樣
の
ニ
例
と
し
、て
卞
險
‘に
於
け
る
ボ
！
リV

グ
博
，士 (sir. John 

ぱ
0
;
的̂)

の
.印
度
グ
カ
ァ
の
手
歡
挺
綿
織
;1
:
窮
迪
の
問
題
.に
關
す
る
.一
千
八
-瓦
.三
十
五
年
七
、月
の
演
說
を
擧
げ
る
。(

管

?pp. 35-

40

•ン
o
- • 

.' 

•• 
• 

. 

< 

ゾ

.

總
が
て
著
者
は
ナ
、グ
ム
。
ス
ミ
ス
-の『

國
窬
論』

に
就
.い
て
'}1
1
ら
に
一
.舣
的
な
る
撿
御
を
行
ふ
P
ス
ミ
ス
日
くr

あ
，ら

ゆ

る

•
個

人

は

荀

も 

.彼
れ
の
‘家
配
す
る
こ
ん
の
出
來
.る
资
本
に
對
し
て
最
も
有
利
な
る
俠
途
を
發
見
せ
ん
と
し
^
不
.斷
に
努
カ
し
っ
、
ぁ
る
。
彼
れ
が
企
圃

す
る
は
、
洵
に
、
彼
れ
货
浪
の
利
益
で
ぁ
づ
て
、
社
會
の
興
れ
で
は
な
い——

然
し
’

な
が
ら
、
彼
れ
自
身
の
.

利
益
.

の
硏
究
は
-
自
然
的 

に
、
否
寧
ろ
必
然
的
’
に
、
彼
れ
を
導
い
て
社
會
に
取
づ
て
最
も
有
利
な
る
傯
途
を
選
ば
し
め
务」

と
。(

w
e

a
l

t
h

 

o
f

 
N
a
t

i
o

n
s

,

 

o
r 

o

f
 

p

»4
1

9
0

0

斯

く

の

如

.き

論

證

は

赞

，に

•

難
件
を
，解
決
し
.

而
し
1

金
‘
問
題
，を
除
去
す
可
'き
原
理(

浩
し
^
れ
が
«

、で
ぁ
る
と
し
た
な
ら
ば
.〕

. 

を
包
含
す
る
。
然
し
尨
が
，ら
、
.

ス
ト
キ
ン
ツX

.

を
以
つ
て
觀
れ
ば
、•
そ
は
單
に
假
定
的
原
’

理
に
過
ぎ
ざ
，る
も
の
で
杏
つ
て
、
赞
證
せ
ら 

れ
た
る
も
の
で
は
な
い
。
而
し
て
、，此
の
黄
者
の
一
般
的
推
理
齓
掛
の
'

不
統
合
を
明
»
に
認
め
る
が
爲
め
に
は

、單
に
這
般
の
原
理
を
外 

國
貿
易
に
優
越
せ
る
內
國
交
易
の
有
利
性
に
關
し
て
彼
れ
门
身
に
ょ
つ
て
設
定
せ
ち
れ
た
命
題
に
適
用
す
れ
ば
卽
ち
足
る
で
ぁ
ら
ぅ
。

.

興
の
際
に
は
'

、
原
理
が
命
題
b

破
壤
し
な
け
れ
ば
為
^

S

か
*

然
$

ざ
れ
ば
、命
.
題
が
-

原
理
< 0
.
.上
に
跳
ね
反
つ
て
之
れ
を
擊
滅
し
.な
け
れ 

‘

ば
な
? >
-

取
か
の
，孰
仉
か
で
ぁ
る
？
と
が
明
如
と
な
る
'

で
ぁ
ら
5 -
0

-

楚
れ
‘

等
め
も
の
は
結
合
し
共
存
す
る
こ
と
を
得
な
い
。
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に
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興
の
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利
吁
引
き
下
げ
並
び
I

貨
幣
値
値
引
き
上
げ
の
結
凍
に
關
す
る
缚
’

察』

-^,
に
於 

、，
い
て
、

「

商
人
は
國
家
を
し
て
貧
窮
な
ら
.
し
む
可
き
商
賣
に
由
つ
て
も
利
得
す
る
こ
と
，ぁ
る
可
き」

を
，生
張
レ
^

0

へLo
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k
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o
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的
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ば
fl
>
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^
ss»^onev, 1692, 

p，
8
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,

)

o 

•帶
苕
は
觅
ら
に『

國
富
論』

中
に
，於
け
.る
徒
弟
'制
度
に
關
^

法̂
規
及
び
同
黯
合
の
，制
度
に
關
す
る
論
述
の
過
程
が
フ
資
本
に
及
ぼ
す 

規
制
の
諸
，結
果
の
.，

f

題
に
就
い
て
の
彼
れ
，の
論
#
£
-に
[5
|
着
せ
る
其
れ
に
等
し
き
前
提
及
び
結
論
の
雨
者
&
瑕
妣
を
表
示
す
る
も
-の
と
.
 

倣
し
て
ゐ
.る
。(wealth o'f Nations;

げk

HI
* ch

,

o
; Atkinson, j> p. 
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o
次
い
.で
、
彼
れ
は
英
國
の
植
思
政
策
欠
り
坐
じ

v
r
'
.
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V 

- 

' 
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へ-t
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'
.
い

つ
、
ぁ
る
一
般
的
利
益
に
關
す
る『

國
富
論』

中
か
他
の
章
句
を
引
用
し
: '

而
し
て
此
の
.

點
、に
於
い
，て
本
書
の
著
#

は

其.
の

偉

大

-
な

名

心
 

意
的
^ :

兒
を
敬
げ
な
、が
ら
、
蓝
ち
に
之
れ
を
殺
ず
の
^ ;

術
祀
着
手
せ
.

る
も
が
と
，觀
で
ゐ
名
。.
0

}

^

&

1

1

o
f
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i
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5
2
，
)

o

最
後
に
、
紙
れ
ば『

國
宵
論』

に
對
す
る
マ
，力
，
ッ>
ク
の
：
批

評

，を

擧

げ

/
.
%

彼
.
れ
を
以
つ
-

て
、朱
書
に
關
し
て〈

• 

* 

> 

\ 

■ 

: 

1
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'

或
ひ
は
此
の
载
に
於
いV

「

富
の
坐
菝
の
、休
存
す
る
根
本
原
理
が
、
反
駿
.
及
び
論
|

^

到
達
範
圍
を
越
ぇ
て
'

確
立
せ
，ら
れ
た」

と
稱
拗
し
，

或
び
は
其
の
'

中

に「

根
ポ
的
.
に
誤
謬
な
る」

も
の
、
窃
す
る
こ
士
を
指
摘
し
て
ニ
個
の
相
反
す
る
判
斷
を
下
せ
る
も
の
と
觀
て
ゐ
る
。

、

.
-

.

• 

' 

,
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C
C
d
B
o
d
h
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H
げ01prlpclples of IWOIitlcal Economy;-^iwh a 

M
kfD
t
d
l 

of the 

r
itf
l
e 

.and 

progress of the 

wcience'2nd 

e
d
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100
,
3
0
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pp. 56, 
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55°158; Atkinson, pp. 52-5:5 
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四
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ア
ト
^ .

ン
ソ
ン
は
其
の
著
の
第
一
論
第
二
部
に
^ ,

い
て
.
♦
•

人
ロ
及
び
資
本
の
比
較
的
增
加
の
問
題
に
就
い
‘

て
述
べ
、
マ
ル
サ
ス
の『

經

I

 

濟
原
输』

ぬ
言
及
す
、る
。

マ
ル
サ
ス
.

は

、

彼

，
れ

が

_

犖
を
執
り
つ
、
あ
0

た
時
期
に
於
い
ヤ
不
完
全
に
研
究
せ
.ら
れ
た
諸
主
要
命
題
を
列 

寧
し
たo' 「

M^chus,
、'
p

.Hin:iplesofp61iticalsonomy considered with a vie 
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.

稱
の
楚
於
等
の
-

部
分
が
、
尙
ほ
列
擧
せ
ら
れ
.た
他
の
も
，の
と
共
に
”

未
知
で
あ
る
‘

と
と
が
眞
セ
あ
る
と
す
る
な
ら
ば
、
余
は
其
の
©
要 

•

な
る
部
分
は
伸

1

つ
と
し
て
知
ら
れ
て
ゐ
な
い
と
ホ
張
す
る
こ
と
を
是
•

認
せ
ら
る
可
き
で
へv

る
と
。
證
し
、
是
れ
等
の
.諸

部

分

が一 

緖
に
寄
せ
集
め
ら
石
、
な
ら
ば
‘、‘
斯
學
の
殆
ん
ど
金
，齡
材
が
观
，ぐ
て
形
成
せ
ら
る
- \

總
體
中
に
、包
含
せ
'
.

ら
る
可
き
.

が
故
で
.
あ
る
。

p
,
:

 

s

o o
o

'9
-

而
し
.

て
，、
典
の
_

研
究
の
端
緖
に
玲
い
て
、
，資
本
形
，成
の
諸
法
則
を
發
見
す
る
こ
と
に
絕
望
し
、
而
し
て
其
の
後 

の
努
力
に
於
い
て
，挫
昕
せ
し
め
，ら
れ
て
、
彼
れ
は
、
第
二
に
、
- A

ロ
增
加
の
諸
法
則
の
探
求
に
其
の
注
意
を
问
け
た
。
彼

れ

は

前

者

の
. 

增
大
を
促
進
す
石
の
方
法
を
發
見
す
る
ヒ
.

と
が
出
來
な
か
つ
た
、の
で
、
總
べ
て
の
者
が
願
は
し

.\
>

>

こ
^

j

を
承
認
す
る
所
の
も

の

、'
，卽

ち

、 

人
口
の
大
集
圃
と
之
れ
を
吏
持
す
る
に
必
要
■

る

手

段

の

大

換
.

言
す
れ
ば
、
.

資
本
と
の
間
.
の‘
更
ら
に
正
し
ぃ
比
例
を
生
ぜ
し
，む

る_
方
法
を
‘

明
確
に
宛
め
る
が
爲
め
に
、'
後
^

の
墦
大
を
防
止
す
る
の
方
法
を
嘗
出
す
に
努
カ
し
た
の
'

で
、あ
る
。
是
に
於
い
て
，乎
、
ア
ト
' 

、キ
‘X

ソ
シ
は
マ
ル
サ
ス
の
.

人
.

ロ
原
理
杧
言
及
す
名
の
必
耍
を
認
め
、
.
1
.

千
八
鸟
三
十
六
年
一
月
十
八
日
、
.倫
敦
統
計
協
曾
に
於
い
て
則 

讀
せ
ら
れ
た
パ
ラ
ム(

.
H

e
n

f
y

.
H

a
u

a
n

l
)

.の
勞
作
に
減
る
表
に
ょ
つ
.

て
之
，れ
を
吟
味
七
.、
之
れ
を
虛
僞
の
も
の
と
斷
定
す
る

.0i
b
i
d
.
,

 

p
p

.
-

c n
o o
-

6

0

0

.彼
れ
に
從
へ
ば
、
マ
ル
サ
ス
の
幾
师
級
數
及
び
算
術
級
數
か
事
賢
と
：照
し
合
せ
て
之
れ
を
顚
倒
す
る
の
要
あ
る
も
W

で 

あ
る
、。
卽
ち
前
實
は
資
本
胲
成
の
諸
法
則
に
パ
又
後
者
は
人
ロ
增
邶
の
諸
法
^ ^

に
更
ら
-

に
近
く
適
用
し
得
る
も
の
で
あ
る
。c

b
i
d
.
,
.

 
p
.

 

6
6

.

。

次
い
で
、
彼
れ
は
マ
ル
サ
ス
の
誤
謬
の
源
に
，就
い
て
豳
ベ
る
o'

彼
れ
の
心
意
は
鉋
く
迄
も
其
の
.

人
口
の
膨
脹
原
理
に
ょ
つ
て
支
.
 

:.配
せ
: ?
>

れ
：ャ
_

彼
览
は
_

&

湛
顧
_

頗
穸
_

女
し
鳥
且
^

重
&

為

を

：
要

素

洗
: #
ち
れ

る
と
と
に
對
し
て
何
等
：の
願
慮
を
も
拂
は
な
か
つ
た
觀
亦
あ
る
。
彼
れ
^

し
て
若
レ
、
人
間
め
精
神
蚱
若
し
く
は
倫
理
的
屬
性
を
其
の 

考
察
，中
S

し
而
し
5

Q

影
f

 

f

 V

推
理
し
I

ら
ば
、
彼
れ
は
他
I

怒

順

列

治

灵

れ

ら

れ

ぶ
5

あ
ら
.

ぅ
。

逢
'
.

儀
：；

■

';
>
i

^

て
、
a

己
V *

勞
働
が
正
當
に
之
れ
を
購
ふ
ヒ
士
な
か
る
可
き
際
’

に
.

於
け
る
生
存
權
を
否
定
し
つ
、
あ
る
彼
れ
の
戰
激
す
可
き
結
論
を
以
：

.

つ
て
、
彼
れ
艮
身
の
ー
般
的
論
述
に
ょ
つ
て
全
澈
支
持
せ
.ら
- 6

、
こ
と
の
な
い
こ
と
が
明
か
に
、せ
ら
れ
た
と
做
し
て
ゐ
る
？
卽
ち
、
襲

き
に
引
用
せ
ら
れ
大
彼
れ
.

の『

經
濟
原
論

5

 

I

部
に
現
れ
て
ゐ
る
が
如
く
V

彼
れ
に
し
て
蒞
I

勞
働
の
質
銀
を
決
定
す
る
諸
原
因
を
看
出

す
こ
と
を
得
^

か
つ
允
為
ら
ば
、
人
は
彼
れ
の
勞
働
が

:̂
:

れ
を
購
.

ふ
'

と
な
か
る
可
き
，生
存
に
對
し
て
何
等
の
權
利
を
も
有
ず
る
こ
と

. 

, 

- 

.

:■
.
,
 

な
き
を
看
出
す
を
得
な
い
こ
-と
が
明
か
，で
あ
る
か
.ら
で
あ
る
。

(MaltKUS, 

A
n

 Essay 

8 the

、Principle 

of T
o
p
u
p
t
i
o
n
,

o\
tp*

e
d
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y
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i
i

,
l

002
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p
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-
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2

.)

o 

著
，者
は
觅
'

ら
に
マ
ル
サ
ス
の
'

著
作
0 '

檢

討

を

續

，け

、

Ir
a

'

し

て

、

人

口

及

.び 

資
本
：の
比
較
的
增
加
の
大
問
題
が
如
何
な
名
方
面
か
ら
考
察
せ
ち
る
、
も
、
事
實
は
手
段
*'
し
ぐ
は
資
本
を
取
得
す
る
吾
人
の
力
と
比 

古
版
鸫
濟
臀
解
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ゴ
較
せ
ら
れ
た
人
民
.の
過
度
の
墙
加
で
は
な
く
し
て
,
佥
縛
國

'民
的
意
志
合
&
ぎ

£

‘立
1
1
>
_
の
_
常
な
る
指
導
若
し
く
は
規
制
の
缺
如 

か
k
坐
じ
づ
X
あ
る
^

若̂
し
く
は
資
本
の
取
得
不
足
.で
あ
る
こ
と
-が
明
か
で
あ
る
と
論
結
す
る
。(Atkinson, 

p. 
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ア
ト
キ
ン
，
ン
は
、『

般
^
^
の
大
問
題
に
關
し
そ
現
徉
す
’る
，

「

科
蹲
的」

證
據
の
不
完
金
且
つ
虛
僞
の
性
格
が
彼
れ
の
■上
述
せ
る
が 

.如
き
硏
究
に
よ
つ
て
明
か
t
せ
ち
れ
'た
と
做
し
、
'興
の
著
の
第一

論
^
ニ
部
に
於
い
て
、
ハ
ス
キ
ッ
ソ
ン

3

&

|

 

K
U
S
M
S
S
O
n
x

の
.
 

演
說
に
關
說
，し
，て「
實
際
§
1

證
據
の
本
質
を
氕
明
し
よ
ぅ
と
す
る
。
彼
れ
は
、
下
院
に
於
け
る
自
由
質
息
原
理
.を
虫
張
す
る
の
方
法
が 

不

當

且

つ

‘
不
:£
で
あ
つ
た
、こ
と
を
瓿
淨
す
る
0

|̂
-
, 

pp. 92-93.、

‘ハ
ス

キ
ッ
ソ
ソ

の
意
見
の
木
質
.が
疑
し
い
，と

と

は

、彼
取
が
.
 

反
對
の
政
策
の
進
路
を
夹
持
せ
•る
匕
々
に
よ0

て
明 
>
.に
，せ
ら
'れ
る
"
彼
れ
ぼ一

千
八
钽
1
1十
五
年
六
月

.-
*

關
税
於
備
法
案
0
|
0
3
 

c

s

l

l
 

.
B
m
y

の
猫
出
に
際
し
、
I

リ
、ノ
ネ
ル
業
•の
問
題
に
彻
ル
S

由
1

の
原
理
を
拋
棄
し
、
.還
若
し
く
は
規
制
の 

.原
理
を
擁
護
、し
た
。
.
a
bs:
7 p

p
.
'
1
0
M
0
7
0
o
.

次
い
で
、

一.
¥八
百
こ
十
六
苹
四
月
十
八
日
、
ホ
ィ
プ
ト
モ
ー>

(
w
h
i
t
l
r
e

に
よ 

つ
て
提
出
せ
ら
れ
た
氟
法
の
狀
態
諷
渣
に
加
す
る
動
議
に
.對
す
る
討
論
に
際
し
て
、
彼
れ
は
完
全
に
自
由
賢
易
原
理
を
否
認
し
た
、日

：： 

く r

小
麥
.の
現
在
の
中
.均
惯
格
は
、
余
の
.意
見
に
於
い
て
は
、
總
べ
て
，の
歡
會
階
級
に
對
し
'て
破
濟
よ
り
'も
苦
惱
.を
多
く
坐
ず
る
こ
.と
.
 

扠
く
し
て
著
し
'

V
、
'

低

下

せ

，
ら

る

v

を
得
ざ
る
所
の
も
の
で
あ
る
/
と
余
は
言
ふ
.
0、議
會
-に
し
て
若
し
急
激
に
1
つ
著
し
く
總
べ
て
.の
：
 

坐

估

必

‘
需

品

の

姨
格
を
引
き
下
げ
る
こ

と
が
出
來
た
な
ら
ば
ノ
.
1般
の
困
窮
を
救
濟
す
る
ど
こ
ろ
沢
、
そ
は
單
に
之
れ
を
甚
し
か
ら
し
：
 

め
、
而
し
て
之
れ
I

止
'

I

I
遲
延
t

め
る
に
I

な

い

で

あ

ら

ぅ

」

と
，
。

又

日

く
3

の
I

す
可
き
友
は
、
恰
も
、
自
由
質 

、
易

の

問m
が
、
此
の
國
の
，人
民
に
對
す
名
外
國
生
虛
物
，の
供
給
の
邪
魔
に
な
葛
や
ぅ
に
員
せ
ら
.れ
た
纖
ベ
て
の
制
限
；の
絕
對
的
撤
囘：

で
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.あ
る
か
の
如
く
に
之
，れ
を
論
_
，す
る
4
然
る
に
足
下
よ
，
斯
く
の
如
き
は
，此
，の
問
題
に
關
す
る
余
の
見
解
で
は
な
い
の
で
あ
る」

と
：

次
ぎ
の
#

期
の
初
め
、
十
二
月
六
.

日
、
機
械
輸
出
の
問
題
に
關
し
、
ヒ
ユ
M

ム(
J

o
s

e
p

h

 

.
H

u
m

e
)

に
よ
.

？
-

提
趄
せ
ら
れ
た
討
論
に
際
.
 

.

し
、
ハ
ス
キ
ッ
ソ
シ
の
行
つ
た
演
說
は
又
、.
自
由
原
现
と
相
反
，す
る
要
素
を
含
苷
す
る
'

も
の
で
‘

あ
つ
た
。

(

l
c r
,
if *
p

p
 
ニ

2
5

-
1

2
7
.)。

.

:■

:フ
1半
冗
百

1
|沛
七
_
3*
月

屮

：
五

自
^

-

龠
設
置
に
關
す
石
議
に
對
す
，る
討
論
に
際
し
て
、

ハ
ス
キ
ッ
ス
ン
は
諸
利
窖
の
過
度
の
競
爭
及
び
軋
礫
を
防
止
す
る
が
爲
め
に
舊
い
.

:

、'

立
憲
的
規
制
原
理
を
擁
護
す
る
の
，主
張
を
爲
し
た
。

厂
デ
八
百M

十
八
年
の
會
期
に
於
い
て•

、八
ス
キ
ッ
•
ソ
ン
は
前
#

期
に
カ
ニ
ン
グ
：
 

■
(
G
e
o
r
g
e

 

c
a

l
g
〕

に
よ
っ
て
提
出
：せ
ら
れ
上
院
、の
.修
正
に
由
っ
て
法
律
と
爲
る
こ
と
の
な
か
っ
た
穀
物
法
案
よ
り
も
新
た
に
提
出
せ
:.

.
\ら
れ
た
も
の
が
内
國
農
業
に
對
し
よ
り
有
效
裊
る
保
護
を
與
ふ
冬
も
の
と
看
做
さ
る
V
の
故
を
以
0
.て
之
れ
に
犮
祖
し
：
其
、の
原
理
を
'- 

强
く
擁
護
し
た
o(

iD*
Q:
.
,
. 

.pp. 

129-132 ，)
o

ア
ト
キ
ン
ソ
シ
は
寅
ら
^

一
 
千
八
百
三
十
¥.
七
月
五
日
1物
品
賃
銀
制
度
0
さ
0
1
{
: 

systeol)- 

.に
關
す
る
へ
，ス
キ
ッ
ソ
ン
の
演
說
i
引
用
し
、
彼
れ
が
、
縱
令
、ひ
經
濟
學
の
敎
理
に
反
す
.る
も
猶
ほ「

勞
働
者
賃
銀
法
案」(Labourers:

• 

W
a

g
e

s

 

§
1)

を
支
持
せ
ざ
る
孙
か
ら
ず
と
な
せ
_る
，こ
.と
を
指
摘
す
.る
0み
而
.も
、
彼
れ
.

は
同
法
案
が
之
れ
と
完
'全
に
一
致
寸
る
も
の
で
.
 

あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
も
の
‘で
は
あ
つ
た
が)

o (ibid., p. 
B

.
 

o,
斯
く
て 

< 著
者
は
此
の
政
治
家
が
自
由
の
原
理
を
主
張
し
、
兄
之
^

K

装
い
て
諸
政
策
を
鞲
成
せ
、る
こ
と
を
認
め
る
の
で
あ
る
が
、
.

而
も
、
彼
れ
が
著
し
ぐ
制
限
的
若
し
く
は
規
制
的
跑
業
原
理
に
左
袒
せ
■_
 

る
の
.

證
挪
歷
然
.

た
る
も
の
あ
る
こ
と
を
主
張
す
る
0,
,(

ま
<

1

,

,>?
_
1

3/ :

.0.
.

」

,
六
，

■ 

•

,

.

:

:

奶
.
：：
ヌ

第

四

歷

於

：

0

允
;:
.

'

>■

者

は

本

間

題
^

偷

輝

的

本

戴
^

■'
:
:,

■
 

.
 (wililaln paley)

の
，Moral and/pblitical.Philosophy, 

1785
，

に
現
れ
た
る
意
見
を
褐
げ
ハ.(ibidv 

!>!?，• 

3cn
s
, 36

.°)
、

次
い
で
、

. 

、
 

• 

• 

/
\
.
.
. 
..

.

.
-
.
.
.
.

.
之
れ
に
關
す
る
マ
ル
サ
ス
の
圻
言
汜
擧
げ

、

(
P

r
i

n
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i
p

l
e

 

o
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P
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P
U

E
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o
p
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p
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c
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o
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ら
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マ
カ
ラ
ッ
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墓

經
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解
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.

.

.

. 

. 

，九

八

~ 

(

九
八
四〕

ク
の
主
張
，£
言
及
1
、/-
彼
れ
を
以
つ
て
，、
自
由
の
原
理
を
煮
認
し
そ
、

を
ょ
く
表
乐
し
、
‘而
し
七
、何
等
禱
踏
す
る
所
：な
く
、 

’其
の
3£
統
の
.結
論
%
採
用
せ
を
も
'の
と
做
し
て
ゐ
.る
0
-利
己
若
し
く
は
貪
愁
は
JE
當
若
し
X
は
有
益
な
る
動
機
で
.あ
る
^
其
ふ
も
の
が 

卽
ち
是
れ
で
あ
る
。(principles of political Economy, 

0.P,-

a
t
.
; 

pp., 179, 191,.51

9
o
q栽
に
^
ベ
^
れ
た
敎
.義
は
、
询
に
見 

.事
な
る
叙
述
方
法
の
护
に
包
ま
れ
、
人
亂
の
欲
情
の
熱
烈
な
る
韻
向
に
媚
び
る
辭
句
の
下
に
宣
傳
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
然
し
な
が
ら
、
反 

镇
の
餘
縱
fe
與
.へ
ら
，れ
る
な
ら
ば
、「

斯
く
の
如
き
制
庳
の
下
に
’於
;^
て
は
，
' 何
人
が
最
良
の
市
民
で
あ
る
で
あ
ら
ぅ
か」「

何
人
が
其
の 

造
物
主
„の
意
圖
を
成
就
す
.る
に
最
高
度
に
於
い
て
貢
献
す
る
.で
あ
ら
ぅ
か」

と
一
ぢ
ふ
重
大
な
る
疑
問
が
坐
じ
な
げ
れ
ば
な
ら
ぬ
-。
靜
か
.
 

に
思
を
廻
ら」

V
、

.僅
か
に
被
ひ
を
除
け
ば
、神
秘
はk

か

れ

，る
。
■そ
は
貪
愁
心
の
..奴
隸
た
る
守
錢
奴c

g
s
e
r
)

で
'あ
る
。
商
業
的
交
換
-
 

の「

自
由 j 
制
度
が
、
 

總
べ
て
の
考
查
冲
の
最
高
な
る
も
の
、
即
ち
精
神
的
及
，び
倫
理
的
の
其
れ
，に
服
せ
し
、め
ら
る
< 
の
時
、
其
の
原
理 

は
載
«
敎
的
戒
律
の
至
上
命
令
卽
ち
神
の
意
志
1
び
精
神
に
茈
反
對
で
あ
る
こ
と
が
發
見
せ
ら
れ
.る
。
>

(

>
£
0
5
| 
?

136-141

-0

.

:七

：

• 

- 

,
■•

' 

セ 

•
 

V 

.

' 

■箸
者
は
第
五
部k

於
い
て
、
§

歡
に
_
オ

る

，
大

多

數

の
#
者
に
於
つ
て
採
用
せ
ら
れ
た「

證
據
不
可
容j (

H
i日issibimrof. 

'prgf >

の
原
.理
に
言
及
す
る
。
彼
れ
は
總
べ
て
の
精
確
な
る
_論
議
に
腐
;^
て
斯
く
1
有
窖
で
あ
か
> 
斯
く
も
總
べ
て
の
撥
求
の
装
礎
を 

不
1

な
ら
し
む
る
も
の
と
看
做
さ
れ
、
斯
く
て
又
、
斯
く
も
甯
戴
上
全
然
有
鄯
な
る
原
理
が
人
心
の
探
究
の
唯
中
に
存
在
す
る
こ
と 

釦
許
さ
る
可
き
で
は
な
い
と
思
假
す
る
C
.鑲
き
に
揭
が
た
が
如V

、

.•マ
力
ラ
ッ
ク
は「

そ
^
何
等
滿
^
な
る
解
決
を
許
す
も
の
で
，な
い 

こ
と
は
全
然
明
肖
で
あ
る」

企
言
つ
て
ゐ
る
。
此
の
命
賴
が
其
の
贫
明
せ
ら
る
、
語
激
の
瞹
昧
を
除
去
ぜ
ら
れ
て
、
其
”
眞
の
形
態
に
ゾ 

於
い
て
表
示
せ
ら
れ
た
な
ら
ば
、「

そ
は
明
白
な
ら
し
め
ら
，る
、
.こ
と
を
^

い̂
ヒ
ど
が
金
く
明
自
で
あ
る
1-
と
宏
.ふ
こ
と
に
龙
る
で
あ 

ら
う
o
.

(ibid.,

ブ1
4
3
0
0

ア
，
ト

キ

ン

ソ

ン

は

、ニ

般

の

許

容

を

受

く

可

き

.亂
を
選
び
、
而
し
て
後
：
此
の
•‘點
を
檩
識
若
し
く
は
嚮
導
と
.

し
て
確
立
■せ
ん
こ
と
を
提
唱
す
る
。
然
ら
ば
一
、
斯
く
の
如
き
.

1

定
點
は
存
す
る
で
あ
ら
ぅ
か
。
著
请
は
其
•の
存
在
，を
疑
は
ざ
る
も
の
で 

あ
る
。
要
求
せ
ら
，る
、
物
が「

貧
本」

で
あ
る
こ
七
が
-許
さ
れ
る
で
あ
ら
ぅ
。
資
本
の
形
成
若
し
く
は
增
加
が「

.利
潤J
な

、る

表

意

的

名

辭 

の
下
に
る
こ
と
も
亦
、許されなければなら

..ぬ

■ 
°是
に
於
v>
て
平
、
琿
ir
に
.於
い
て
主
張
せ
ら
れ
、
又
.
、

實

際

に

於

か

て

企 

圖
せ
ら
る
、
物
は
其
の
最
，廣
且
つ
一
般
的
な
る
意
_
に

於

、い

て

の

利
®
で
あ
る
0:
ア
ト
キ
.ン
ス
ン
は
遺
般
の
提
言
に
於
け
.る
意
見
.の
.
一

- 

• 

. 

• 

.

, 

. 

.

.

.

.

. 

.

.

.

.

.

.

.

. 

.
.
.

 

.

>

.

-

.

 

. 

: 

•
 

- 

V 

•
•■
•

.致
'を
示
す
が
爲
め
に
* 

Kミ
ス
、
.マ
ル
サ
ス
及
び
.̂
力
•ラ
ッ
汐
の
著
書
中
の
諸
章
句
を
引
用
十
る
。c

w
e
s
h

 of.Natlo

a'.
v
b
r

i
.
，
_

 
cbap^,8, 

9; 

Malthus, F
I
£
n
d
p

.gof Political Economy,'sec. .10. p'424;‘

M
,
o
I
K
R>
h
, Frinqipys, pp.107 
二 09,lll.'o 

而
し
ズ
、
'彼
れ

は

此

：
の

檩

點

を

注

,«
す
る
こ
と
亦
®
濟
學
に
就
い
て
論
ぜ
ん
と
す
る
總
ぺ
て
の
者
に
取
つ
て
重
要
な
，る
所
双
を
卞
張
し
ノ 

て
、
其
め
著
の
爱
論

* 

•
卽
ち
否
®
命
輝
の
設
鬼
を
終
.るo:(Atkl

-Bon, 

p
p

•マ 14s.5.3:;o 

. 

■
:■
、

.

肯
定
的
な
る
此
の
書
の
第
二
論
ば
全
哿
に
し
て
仁
慈
な
る
造
物
主
め
命
じ
た
諸
法
則
の
說
^
を
與
へ
る
も
の
で
あ
石
。
人
間
は
其
の 

創

造

者

に

ょ

つ

て

，
何

物

を

も

冇

す

る

こ

と

な

き

も

’
•，而
も
無
限
の
品
種
を
紀
得
す
る
の
能
カ
を
與
へ
ら
れ
て
堆
上
に
酸
か
忪
た
。
' 彼
れ 

の
蕩
は
其
の
手
段
で
.あ
り
--
>
大
地
^
其
'の
、
上

に

彼

れ
■の
等
働
.が
働
か
ざ
.れ
.る
客
體
で
あ
る
？
，.彼れに戚って必要なか物

® 

食
料
：で
あ
か
、
從
つ
て
、
彼
れ
.の
娩
初
の
懸
念
は
之
れ
t
取
得
ず
る
.に
在
る
。.(ibid., 

y ,155:.) 。
；̂
,

の
.，勞

苦

は

彼

れ

自

身

の

支

持
 

に
充
分
な
る
以
上
の
も
、の
を
以
A
て
酬
い
ら
れ
る
。
彼
咻
は
是
れ
に
由
つ
て
他
人
の
欲
-望
比
寄
與
す
る
‘、こ
と

を

得

せ

し

め

ら

れ

る

。

同 

1

枭
源
.に
對
レ
持
續
的
.に
其
の
勞
カ
を
加
ふ
る
に
由
つ
•て
*
雜
れ
は

;®
-ち
に
自
§

家
族
に
取
つ
て
充
分
な
る
以
上
の
1
の
を
す
ら
取 

•#
す
る
0
.斯
く
て
乂
、
貯
藏
が
集
め
し
れ
、
是
仉
、に
由
っ
て
破
れ
は
究
換
を
始
め
る
.力
を
瘦
得
す
^
。
然
し
な
が
ら
、
此
の
單
純
な
る
，
 

動
物
の
‘狀
態
か
ら
複
雜
’な
，る
社
會
的
存
在
^-
狀
態
に
移
る
第
ー
步
ば
最
.も
1
要
な
る
進
み
で
-あ
る
が
故
に
、
其
の
法
則
を
1組
成
す
る
諸
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-

，事
實
の
.狀
態
は
®
る
-注
意
深
く
且
.つ
厳
密
1に
.探
求
せ
ら
.る
、
を
.要
す
^.
.0
上
述
せ
■る
所
の
も
.の
：
か

ら

推

定

，
せ

.ら
れ
得
名
最
初
の
'
®要
な
‘

.

茗
命
題
は
、-
手
段
め
增
加
が
種
屬
の
增
加
に
先
ん
じ
な
け
れ
对
な
ら
ゆ
と
沄
ふ
も
の
が
是
れ
で
‘あ
る
。Gb

i

i"
ャ

»~
*ol
o\
,ゾ。

次
い
，で
1
著
者
は
兩
當
毐
者
あ
る
に
非
ざ
れ
ぼ
、
何
等6

交
換
も
起
り
得
ざ
る
旨
を
述
ぺ
、
而
，：̂

、.人
'及
.び
9
の
'雨
當
事
者
が
存

レ
、4
•方
の
勞
働
が
、
，食
料
の
，關
す
る
限
り
.、
兩
者
の
欲
望
を
.®
す
‘が
爲
め
に
充
分
な
る
も
の
を
取
得
す
る
こ
と
が
出
来
、
次
い
で
、

勞
働
の
分
割
若
し
く 

I其
め
別
箇
の
•用
途
が
起
る
か
若
し
'く
は
協
定
せ
ら
れ
て
•
•
«は
食
料
の
.爲
め
に
勞
働
す
る
を
止
.め
'
衣

料

の

她

.
:

• 
■-■
■
■
■
 

•
.
 

• 

• 

•
. 

. 

. 

- 

. 

■ 

. 

/
.

き

、
他

の

，生

崙

物

を

取

得

す

る

に

至

り

、
而

し

て

自

己

及

■び

八

(0
;

爲

め

贮

.之

れ

を

取

得

す

る

に

成

功

す

る

、も

6

と

推

宠

す

る

。

斯

ぐ

て

、

\

デ竭

_
の
；_

.
パ
_
卷
_̂

藤

_

.

.

&

^

_̂

ズ

爲

輋

.芩

^ '
:
^
^

に

.よ

つ

て

爲

さ

る

、

需

要

に

由

つ

て

價

値

を

取

得

す

る

。
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i
b
i
d
.

』
p

p
;

1

5

7

1

1

5-v
o

o

o
斯

く

て

、

• 

<

;
の

利

害

は

6

の

-貯

蔵

：に

置

か

れ

、

X'
B 
.の
利
窖
は <

 
の
貯
蔵
に
置
か
れ
る
。
，自
3
、信
賴
の
部
分
的
廢
棄
は
一
方
が
他
に
措
く
信
賴(

T
r
l
.
)

に
よ
つ
て
^g

せ

ら

れ

た

の
：

で

あ

る

。

斯

く

の

I

.

事

態

は

S

S

理

I

配

し

若

し

く

は

額

す

可

き

倫

理

f

の

導

入

を

必

要

な

ら

し

め

る

。
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.

著
者
は
更
ら
に

一

步
を
進
め
て
、
食
料
を
生
產
す
る
A
、
龙
料
を
崔
產
、す
る
{
:
5
、
建
築
材
料
を
生
產
す
る
0

'及
び

燃

料

を/»
;
產

す

ぶ
 

,る
0
よ
り
成
る
社
#-
を
想
像
し
、
而
し
て
、
如
何
に
業
務
■分
割
及
び
稃
分
が
廣
ぐ
若
し
く
は
數
多
く
行
は
れ
て
も
、
人
類
の
物
質
的
'
'
 

幸
福
が
共
働
若
し
く
ば
利
益
の
結
合
か
^
生
ず
る
こ
と
に
變
り
は
な
V
と
做
し
て
ゐ
る
。(

^

ou.-pp. 162-1650

-0
,次
い

で.\
,
ー
彼
れ 

は
^
れ
る
の
原
理
衣
る
軋
櫟
蒞
し
く
は
競
爭
の
其
れ
を
檢
射
し
、
其
の
大
な
る
破
壞
的
原
理
た
る

•所
以
を
立
證
し
而

u

H
r'
:

「

比

例

の

法

則

」

9

豸
S -p

r
o
p
o
r
t
i
o
n

)

.、
な

る

も

の

を

^

入

し

、

其

■の

至

要

な

る

本

質

を

確

說

し

よ

ヶ

士

す

る

。

此

の

法

則

は

是

れ

迄
 

多

數

，の

著

者

に

ょ

っ

て

注

意

せ

ら

れ

て

は

居

っ

た

の

で

ぁ

る

が

、

へ
而

も

、

彼

れ

を

以

っ

て

觀

れ

ば

、
，其

の

作

用

.を

啓

示

せ

ら

る

>

£

と

奶

な

か

0

;た

々

.で

あ

る

0 

,
c
ic r
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1
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.玆

に

、

彼

れ

ば

前

記

！

^
要

原

&

を

稗

說

し

ノ

運

動

^

正

規

性

蓝

し

く

は

憤

値

の

' 

永

减

を

保

持

す

る

が

爲

め

に

は

ノ

ー

 

物

の

定

最

が

他

物

の

免

资

と

等

し

く

な

け

办

ば

な

ら

ぬ

こ

と

を

主

張

す

る

。

卽

V

、

1

物

の

供

給
 

は

他

物

の

供

給

と

等

し

く

な

け

れ

ば

な

ら

ぬ

、

換

言

す

れ

ば

，、

供

給

，
と

！

§

要

が

正

確

な

：る
，均

衡

に

於

か

て

存

在

し

な

け

れ

ば

な

ら

吻

。

：  

此

の

法

則

の

作

用

を

承

す

が

爲

め

忙

.、

彼

れ

は

、

_1

貨

物

の

.供

給

が

十

な

る

數

に

•よ

つ

て

表

示

せ

ら

れ

、

而

し

て

之

れ

に

尉

す

る

需

要

，

 

も

亦

同

I

の

數

に

よ

つ

•て

表

示

せ

ら

れ

る

と

假

定

す

る

。

然

る

に

今

、

供

給

が

十

四

•に
增

'加

し

”、

肺

し

■て

需

要

亦

單

に

十

二

に

；增

加

し

r
 

た

に

‘過

ぎ

な

坆

ど

し

た

な

ら

ば

、

比

例

は

變

じ

、

斯

く

て

又

、
供

給

せ

ら

る

i

も

.の
、
、

價

値

に

於

い

て

狂

ひ

，が

生

じ

な

け

.れ

ば

な

ら

ぬ

。

て
 

，
又

、
：供

給

が

依

然

と

し

て

十

で

あ

り

、

而

し

.V

需

要

が

八

に

減

少

し

た

と

す

る

な

ら

ば

、

其

の

結

果

と

A

て

、

-需

敷

以

上

に

出

，で

た

典
 

給

の

過

剩

若

し

く

は

比

例

の

狂

ひ

に

よ

.0
て

惹

起

せ

.ら

れ

た

前

と

筹

し

如

結

果

が

生

ず

可

き

こ

と

が

朋

か

ポ

あ

.る

。

需

要

~は

價

値

の

調
 

節

者

•若

し

く

は

唯

.

1

原

因

で

，
あ

る

が

故

に

、

其

の

力

の

變

化

に

よ

つ

て

、

之

机

に

支

配

‘
‘せ

ら

「

れ

つ

、

あ

る

諸

物

は

影

響

せ

ら

れ

な

け

：れ
 

ば

な

ら

ぬ
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蓉
者
は
'
次
い
で
、
.軋
櫟
若
じ
く
妨
競
荦
の
原
理
が
-
人
間
社
會
の
初
期
の
段
階
に
於
け
る
と
等
.し
く
、
.
.進
步
せ
る
其
れ
に
於
い
て
_
,
'

 

兑
亦
等
^
く
有
窖
で
あ
り
、
.而
し
て
其
：の
結
果
は
、
あ
ち
ゆ
る
場
合
に
於
い
-て
、
、價
値
若
し
く
は
資
本
の
破
.壞
で
.あ
る
こ
と
を
.立
證
し
.
 

よ
ぅ
.と
，す
る
o
.彼
れ
は
‘國
杓
交
易
を
國
際
貿
易
に
變
パ
：
英

酊

民

が

偁

廉

な

る

の

故

を

、以

0
、
て

自

國

民

，
の

.勞
働
に
よ
0
て
生
ま
.せ
'ら
る 

、
小
麥
を
需
要
す
る
こ
と
を
中
‘止
し
'て
佛
甌
民
の
勞
働
に
よ
0
で
.生
產
せ
ら
る
、
其
れ
を
需
耍
し
、
、而
し
て
、
き
國
圾
が
英
國
民
.の
.勞
-
 

.働
に
よ
つ
て
生
產
せ
ら
'る
V
綿
製
品
を
需
要
ず
る
f
爲
め
に
、
自
國
民
の
.‘勞
働
に
よ
つ
て
生
食
サ
ら
名
、
其
れ
を
需
要
す
る
と
と
を
中 

.止
す
る
場
合
I
例
に
取
つ
て
、
其
の
結
艰
が
是
れ
響
兩
國
の
資
本
に
取
つ
て
有
害
な
石
こ
と
を
論
識
す
るo,9id,> 

pp:174.1

oo0.)

:0 

彼
れ
は
又
、
此
の
問
題
を
倫
理
的
見
地
.か
ら
考
察
す
る
。
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pp. 

l
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o
彼
れ
は
51

、ら
に
進
ん
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襄
務

•の，種
々
な
る
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囊
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九
八
へ
？

割
及
が
輿
分
を
採
用
し
‘っ
V
あ
る
勞
働
に
ょ
っ
て
‘、
叉
f

^
^J
_の
.諸
法

則

に

ょ

っ

て

棱

助

せ

ら

れ

て

，
、
パ

自

然

の

未

製

資

料

の

罾

8
に 

於
か
て
行
は
名
<
を
得
可
き
正
確「

な
る
進
步
の
.程
度
を
組
成
し
又
測
り
出
す
所
の
も
の
,|
:
晛

か

な

ら

し

め

ん

と

す

各

。

渡

き

に
！！

げ

た 

る
例
.に
踉
り
、
‘
A
の
過
剩
.生
產
物
は
、
B
が
之
れ
を
蕭
要
す
る
な
ら
ば
、
粑
れ
b
對
し
‘て
有
利
な
る
實
體
と
爲
る
。
B

b場
合
^
同
樣 

で
あ
るo
斯
く
て
、
八
.の
.過
剩
生
淹
物
卽
ち
彼
れ
の
利
潤
は
<
及

び

.3
'
に
關
す
る
進
步
の
程
度
を
標
示
'す
る
。
c
ir
ち
第
H
の
分
割
の
-
 

敢
喊
忆
於
い
’て
兄
舨
同
様
で
あ
る
..0
資
本
'の
增
加
量
卽
ち
所
購
利
潤
は
改
良
の
力
の
範
国
|:
-指
示
す
る
。
斯
く
の
如
き
も
^
が
所
謂「

程 

-度
の
法
則」

0

|

仏̂
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で
あ
る
0
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彦
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8
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^
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:
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——

其

以

構

成

，的

主
張
の
諸
趴
胄
を
確
立
し
-而
し
て
必
要
な
石
範
圍
.

H,

於
い
て
是
れ
等
の
も
の
を
例
一
！

$

せ
る
箸
者
は
、
k

い
で
之
れ
を
0

,

.證
す
可
き
證
迕
に
諫
者
の
浊
»
を
向
は
し
め
ん
と
し
.て
'
先
行
法
側
0
§ Of precedence )

郎
ち
人
口
吃
先
立
つ
て
資
本
を
保
持
す
る 

の
必
要
並
び
贮
ー
般
.に
坐
產
に
適
用
し
得
可
き
比
例
法
則
に
關
係
を
有
す
る
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章
句
を
ス
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ス
、

マ
ル
サ
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及
び
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力
ラ
ッ
ク
か
ら
引 

-

用
す
る 
o (w

e
a
l
t
h

 of N
a
t
i
o
n
s 

b
k
‘ i- cha>. 

3; 

c
h
a
p
f'
oo;

a*
l
c
.

 ii. iptrodactiop; 

principle

o
f Foptllatio

i3
b
k，.a:
i
，

chapf 

8; chap; 1
4
J
.
M
”CUH0cb,, Principles of political w

c
o
n
o
m
v
,

 f
>p*

VO
9
, 377; W

e
a
l
t
h

o
f
-

-Nations, bk.'—i. 

c
h
a
D
\
z
; Maltllus,

:-

.

•
■'
. 

-
-
J
.
- 

-

'■
..
: 

: 

■

.
て
：

：

'
.
/
/
'
:
:
: 

...
 

レ
....

*'ノ 

.

■. 

■ -
 

- .ノ. 
' 

■ 

.

’principles

ap
&
?
a
l

 

w
o
o
s
a
p
^
w 

bk. I
L

 

chap, 
i .

妙 

J5?
奶 

^
.
0
0
--
s
A
t
k
i
a
s
o

ti
, pp. 

18S-195-

L>
.0
、

■
■

著
奢
は
第
二
論
の
第
二
部
.に
於
い
て
、
彼
れ
の
擧
示
し
た
證
左
は
冗
の
實
愦
が
審
議
せ
ら
れ
っ
i
あ
る
人
民
の
大
な
る
部
類
.の
.悲
慘 

な
る
狀
態
並
び
叫1

般
.に
苦
劳

及
び
窮
泛
，
の
諸
原
肉
を
，し
て
疑
問
の
餘
地
愈
か
ら
し
む
る
に
充
分
で
あ
る
.̂
做

し

、

而

し

，て
、

競

爭

の 

原
理
は
害
恶
0'
原
理
で
あ
る
.こ
と
が
明
が
に
せ
-ら
れ
た
が
故
に
、
這
舣
の
大
主
要
原
因
は
.多
‘樣
(0
.結
臬
を
通
じ
て
働
か
な
け
れ
ば
な
ら 

ず
、
而
し
て
.
是
れ
等
の
結
果
は
又
立
ち
代
つ
ベ
原
因
と
•爲
る
こ
と
が
明
か
と
爲
る
と
■思
惟
し
た
。
斯
く
て
彼
れ
は
之
れ
を
此
の
I書q

 

へ
勒
め
忙
揭
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れ
た
指
令
#
中
の
諸
問
題
忙
適
用
す
ー
る

0
0.
|
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'
,
5
.
1
9
8

ら
$
0
0
'
捕

し

七

铍

れ

は

其

め

雷

的

至

蹕

の

^

然
、
^
希

^
よ
つ
せ
'#
れ
.の
*
督
敎
的
啓
承
中
に
於
ぃ
て
人
類
に
傳
へ
ら
れ
た
大
敎
理
ハ
神
の
«
.
.の：統
治
.原
練
の
指
導
0
下
に
®
か
れ 

る
こ
と
を
齓
く
。(ibi>, 

f
 208.210,) 。

彼
れ
を
以
つ
',て，觀
れ
ば
、
軋
櫟
，.競
宰
葙
レ
く
は
.分
離
に
對
立
す
る
合1 '

若
し
く
は
結 

合
は
社
會
的
若
し
く
は
商
的
行
爲
の
眞
原
理
で
あ
る
か
ら
し
て
、
自
肖
の
原
理
抹
抛
棄
せ
ら
れ
、
_規
制
の
.原
理
が
採
用
せ
ら
，れ
な
け
れ
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が
其
の
，著
め
第
三
論
に
於
ぃ
て
主
張
せ
ん
と
す
る
，救
濟
策
は
前
命
題
に
依
存
し
、
蒞
し
く
は
之
れ
よ
り
し
て
發
出
せ
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.現
存
資
本
を
保
存
す
る
が
爲
め
に
、
あ
ら
ゆ
る
現
在
の
.需
要
若
し
く
ゆ
現
存
交
易
關
係
は
持
續
せ
し
め
ら
ル
な
け
れ 

.

.ぱ
‘
&ら
ず
、
叉
.、
/變
化
藉
し
<.
-は
改
良
は
現
蓄
本
か
.ら
將
漱
に
‘於
ぃ
.て
生
ず
る
を
得
可
き
ー
般
的
增
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の
程
度
、
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く
あ
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彼
れ
は
現
存
の
害
惡
卽
ち
貧
困
に
對
す
る
軚
濟
，
 

策
が
如
何
な
る
澈
進
的
若
し
，く
は
後
返
的
運
動
に
於
ぃ
て
も
、.看
出
さ
-,る
，
可

き

で

な

ぃ

こ

ゼ

を

論

带

す

‘
を
以
つ
て
其
0
義
觀
と
す
る
4
 

嘶

べ

て

ぃ

彼

れ

は

ハ

杀

織

機

織

本

が

手

の

勞

働

虼

代

べ

そ

露

カ

を

使

用

す

る

に

由

ク

ボ

 

而
-
 

も
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瑰

在

行

は

れ

づ

，

v
あ
る
機
械
力
の
^
用

を

停

止t
るQ.

法
律
を
構
成
す
r
mよ
つ
.

V
V
T

般
に
損
害
が
.蒙
e>
,し
め
ら 

貧
®
^
,病
患
が
重
か
ら
し
め
ら
る
可
き
こ
と
を
認
ー
，め
ネ
;,
0
ぺ
£藍

.ッ
^
2
1
4
:
:

)

9
:
.
,
,
へ

ブ
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.
著
者
は
又
、
租
税
の
廢
止
か
ら
利
益
を
受
く
-̂

の
不
可
能
を
說
く
。
彼
れ
ル
之
れ
を
說
明
す
石
が
爲
め
に」

た
個
の
場
合
を
想
觉
す
る
。
/
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第

一

は

國

，
債

の

，狂

寓

盼

蒞

1L
•く
は
强
制
的
抛
棄
の
場
合
で
あ
り
、
.第
一
1は
レ

軍

隊

の

解

成

の

、
其

れ

で

，あ

、
る

.。
，
是

れ

等

め

'瘍

合

に

於

ぃ

て

' 

>
.

■

1-
. 

' 

: 

.■.

.

.

.
 

-
 

.■:
;
>
 

-V

 

.
:

-...リ；

,

-

,
-
'
-
r

 

. 

■.
:.
.

は

、
！
！
債

に

對

し

.て
權
利
を
有
し
た
る
者
及
.び
戰
爭
遂
行
に
從
事
し
^
る
者
の
.消
費
の
內
容
を
形
俄
し
て

-M
'o
た
種
々

な
_

る
貨
物
に
對 

す
る
需
要
を
減
少
し
、
延
ぃ
す
は
全
價
植
か
茶
礎
汝
る
總
べ
て
‘の
賢
物
め
他
給
及
び
需
耍
間
め
調
整
せ
ら
れ
た
均
衡
を
攛
亂
し
、
其
の

■',
 

 ̂

•- 

■
 

■
 

■ 

• 

.. 
■
 

-
 

■ t
'
■
' 

■ 

■ 
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-
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.
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:
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■
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W
 
脚
經
濟
辔
他 
_
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v
.
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l
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i
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0

^
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.

辜

結 

' 

. 

ニ ogr- 

'

九
九 

o

〕
. 

結
果
"
_社
會
の
一
般
資
本
の
上
に
損
密
を
與
へ
、
，斯
く
て
又
1
贫
困
及
び
窮
追
を
墦
加
す
可
き
で
あ
る
9
へIbid,” 

pp, 215-216，)。

-
 

著
^

從̂
へ
ば
、
是
れ
等
ニ
個
め
場
合
.の
.孰
れ
に
於
い
て
も
唯
一
の
眞
に
し
て
1£
し
い
行
勸
方
法
は
1事
實
の
性
格
を
、
公
れ
負
擒
若
し 

<
は
齋
務
>
ら
、
踝
税
の
默
理
よ
り
生
ず
る
こ
と
の
な
VS
-
需
要
の
狀
態
に
變
ず
る
の
其
れ
t
あ
る
。
‘斯
く
の
如
き
^
昼
事
者
等
の
權
利
.
 

,
の
償
却
.忙
其
の
社

#
0
,資本
の
部

^

|
§
郎
總
利
潤
の
一

.部
を
充
當
し
‘、
是
れ
に
由
っ
て
又
'
可
能
な
る
.限
り
全
然
一
需
要
の
持
續
、
 

圻
く
て
又
、
資
本
の
.總
體
，に
亙
る
懷
値
の
做
存
を
保
持
す
”
.に
よ
つ
て
遂
行
せ
ち
る
可
き
も
の
で
あ
る
o'
彼
れ
は
斯
く
の
如
き
を
：以
つ 

-て
1£
_
及
び
公
芷
と
，完
圣
に
，1

t
す
る
も
73
と
觀
る
。• 

Q
s
, 

P.

へ217‘) へ

而
し
て
彼
れ
は
自
己
の
主
張
を
確
證
ず
^
が
爲
め
に
マ
ル 

>
ス
の『

原
論』

£
 
節
を
引
用
ず
.る
。(Mai

旨 s, 

politico Economy, 

pp.

ふIS, 42
ナ
；435, 

4
3
6-0
0

、
、
次
い
.で
.、
彼
れ
は
典
の
主
張
す
る
意
見
に
よ
っ
て
手
織
機
織
X
に
對
七
て
如
何
な
る
救
濟
若
し
く
は
慰
’安
の
展
望
が
存
す
'る
か
を
述 

Y

る
。
第1

に
.、
’社
會
が
旣
述
の
1£
し
い
行
動
の
針
路
を
彼
れ
等
9
皆
め
に
採
用
す
る
こ
と
を
決
意
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
手
.織
機
織 

エ
の
現
狀
.は
其
の
最
恶
狀
態
.で
あ
’ら
ぅ
。
彼
れ
等
は
是
れ
よ
;*
)
^
贺
ら
に
俾
く
降
る
こ
と
が
な
い
で
«>
.ら
ぅ
0
次
ぎ
に
、
更
ら
に
急
速 

な
る
か
若
し
4

更
ら
S

富

な

暴

本一
般e
形
成
が
之
れ
^
次
い
で
起
る
が
故
に
、
’彼
れ
等
に
よ
っ
5

*e
>
れ
た
物
品
の
供
給
に 

比
較
せ
ら
れ
，た
-需
要
の
比
蹿
は
引
き
上
げ
ら
る
可
く
\
這
般
の
需
要
の
.增
加
は
彼
，れ
筝
の
利
得
の
'割
合
に
於
げ
る
漸
次
的
增
.進
を
招
來 

す
可
く
*
其
の
間
に
彼
れ
等
自
身
の
改
善
せ
ら
れ
た
狀
態
社
彼
れ
等
自
身
に
需
.要
す
可
き
他
の
貨
物
の
生
產
者
の
上
に
反
動
す
可
;<
/
:
 

斯
く
弋
又
、
匿
の
改
善
は
徐
々
で
は
あ
•る
が
、
確
實
且
つ
一
般
的
で
あ
ら
ぅ
。(Atkinsop 

p
p
*

2
2
1
-
2
't
s
>
2
o
o 

.

■. 第
！-II

論
の
第
二
部
に
於
い
、て
、
'着
者
は
，
其
の
全
主
服
の
原
理
と
シh

1
ク
ス
ビ
7
.に
よ
つ
て
嗆
道
ぜ
ら
れ
た
原
理
と
の
問
に
存
す 

る
著
し
•い
類
似
に
就
い
ベ
る
，
彼
れ
，は
玆
に

、
‘
.

『

ト
は
イ
与
ス
と
ク
レ
シ
グ』

に
於
け
る
、
希
臘
賢
が
.
}
ぜ
ィ
を
破
壞
す
る
こ
と
の 

扭

來

な

‘
い

M

因
に
關
す
る
ホ
リ
シ
ー
ズ
の
^
說
を
引
用
す
：名
°,
、^
バ0
.
| andicressida. Act i, scene 

3
.

)

o
彼

、れ

は

致

に

#

篇

H

■■ 
.個
の
原
理
が
表
明
せ
ら
れ
て
ゐ
る
も
の
と
_觀
る
卽
ち
、I

は
馨
老
し
く
は
命
一
の
其
れ
で
あ
、り
*
他
は
分
離
、‘
$L
機
若
し
く
.は
競
爭
.
 

ン
の
其
れ
で
あ
-る
。(Atkinson

，
ハ

pp. 229-232, 
ノ。 

• 

'

>

: ^
:い
%

('
;
'彼
_

^

^

_

_
讓

黑

の

間

鶴

：
に
.
適

用

し

雇

ほ
、
不
善
.
.利
己
的
若
し
く
は
35
_
せ
ら
れ
た
意
志(

是
れ
に
由
つ
て
不
正
な
る
原
理
が
生
齑
に
.附
着
せ
し
め
ら
れ
た)

に
ょ
つ
て
推
進
士

ら
る
、
虛
假
の
敎
'w
.
: ^
し

く

枕

虛

低

の

敎

嘗

の

尊

實

に

ょ

つ

て

惹

起

せ

ら

れ

た

も

の

で

あ

る

と

主

張

す

る
。

Q
cr
F
 pp. 

2
3
2
.
2
3

0.
0
:

.
▲
球
は
、
無
^
的
及
び
有
形
的
力
の
唯J.

の
3嚴
制
者
た
る
拣
督
の
宗
敎
を
前
督
す
1
こ
と
の
な
い
敎
育
若
し
く
は
俗
世
的
敎
導
の
計

m
に
^
を
傾
け
る
者
は
ii
.
-
,
.
の
，.啓
示
せ
る
法
則
若
し
く
は
意
志
を
拒
否
す
る
の
罪
あ
る
も
の
で
-̂
る
と
觀
る
。(ibid., 

p. 235. )

o
最
後
：

'
に
蒂
者
は
物
質
的
^
る
級
べ
て
の
も
の
•か
ら
區
別
せ
'^
れ
、
灭
之
れ
に
，優
越
す
る
精」

神
的
原
理
の
本
質
を
綿
密
周
到
に
考
察
し
て
甘
、の 

、
筆
を
搁
く
。(ibid., 

pp. 2
4
2
-
2
4
7
4
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元
來
宗
敎
的
懐
疑
と
哲
學
的i

九
明
の
時
代
■に
成
立
し
た
英
國
®
濟
學
が
其
の
後
に
‘於
い
て
非
偷
理
的
.
f

識
論
：
羝
念
に
指
！
^
 

ら
れ
て
'、
金
然
->
■*
.書

中
に
f

求
'む
る
I

な
き
i

り
、
唯
物
主g

的
、
個
人
主
義
的
且
つ
自
由
主
義
的
i

t)
'
つ
；i

•る
.の
、時
、
 

本
書
の
费
敦
は
祌
憑
り
’の
語
調
を
以
ジ
て
自
_
主
義
に
反
對
_し
、
大
膽
に
保
護
主
義
.を
カ
說
し
た
の
.で
あ
冬
0
彼
れ
は
其
.の
.

「

比

列

去 

則」

に
か
脚
し
.

の
.原
理
が
決
し
て
人
民
の
大
參
數
の
上
に
幸
福
を
齎
す
も
の
に
非
ざ
る
所
以
を
强
調
せ
ん
t

た
。
其
の
斷
平
た 

.名
保
®
政
策
の
鼓
吹
と
其
の
偸
理
的
及
び
.宗
敎
的
汸
面
に
心
を
惹
か
れ
た
，

N
e
w

 “Y
o
r
k

 

T
r
i
u
g
e
.

の
‘、承
筆
ホ
.レ
ス
，
グ

リ

ィ
 

(
H
o
r
a
c
e

 G
h
e
e
l
5

の
序
文
を
附
せ
ら
れ
た
本
書
•の
米
國
版
が
一
千
~八
百
四
±

ニ
年
に
細
育
是
れ
た
0
ァ

ト

キ

、
ン

ソ

ン

は

又

、

本

書 

發

兌

以

前

卽

ち

一

千

八

百

三

十

ー

ニ

年

に
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六，

(

九
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K.eied 

を

同

l
l

)

h
、
^
rc
、
T
h
e.wtate 

thl Science of, political E
c
o
n
j
y

 i
n
^
s
d
g
a
s
.

.?
:
出
版
し
て
屑
り
、
更
ら
に

J
, 

1 

• 

• 

*

!■
•

本
書
發
兌
メ
後
、.一

夺
八
西
五
十
八
年
に p

&
a
p
l
e
s

 of Social and Polltidal Economy, or the L
a
w
s

o
f the creation and 

f

I

n
 

o
f 

w

e

l

l
 
s
a

-l
e

i
 e

l
d

，
¥

1

f

偷
敦
I

い
て
上
梓
し
た
が
、
其

の

第

ー

一

霞

震

を

見

る
こ
と
が
な
か
つ
た
。 

.

本
嘴
題
を
^
す
.
Iに
當
っ
て-

使
用
し
た
私
の
所
藏
本
は
•ハ，ゥ
#レ
ス
0
.
6
* 

p,OWIeso

と 
一

K

ふ
人
'へ
の
著
者
の
贈
呈
本
で
ぁ
つ
巧
寄 

.
«曾
及
一
苕
年
调
其
の
頁
立
全
然
切
减
せ
ら
れ
る
‘と
と
な
く
^
て
殘
っ
て
居
っ
ト
も
め
で
ぁ
る
。
私
は
此
の1 -

本
を
獨
逕
の
書
房
へ
ラ
ー 

卜
ス
，>
ル
グ
博
士
か
ち
購
人
し
.た
。
玆
に
は
其
の
表
題
頁
並
び
に
著
者
の
手
'踏
を

寫

眞

版

と

し

て

揷

人

す

，
る

と

と

、
し

た

。
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月

一
同
一
日
發
.行

1

編
輯
及
び.事
務
に
®

-

る
一
切
の
用
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は
發
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所
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